
―
Ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
設
立
の
目
的
は
。

江
川
　
外
科
と
い
う
の
は
臨
床
試
験
に

基
づ
い
た
エ
ビ
デ
ン
ス

（
こ
の
治
療
法
が

良
い
と
い
え
る
証
拠
）
が
あ
ま
り
蓄
積
さ

れ
て
こ
な
か

っ
た
分
野
で
、
そ
れ
ゆ
え
科

学
的
根
拠
に
立
脚
し
た
治
療
方
針
が
確
立

し
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
そ
こ
で
、

外
科
臨
床
研
究
を
よ
り
強
力
に
推
進
す
る

こ
と
で
多
く
の
エ
ビ
デ

ン
ス
を
つ
く
り
、

優
れ
た
医
療
を
施
行
し
、
そ
れ
を
東
北
か

ら
世
界
に
向
け
て
発
信
で
き
る
よ
う
に
し

よ
う
と
、
２
０
１
２
年
４
月
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら
１
年

後
の
２
０
１
２
年
４
月
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
東
北
外
科
臨
床
研
究
推
進
機

構

（以
下
、
Ｎ
ネ
Ｅ
クＸ
スＴ
ゞ
ピ
ば
σ
）

と
東
北
大
学
災
害
科
学
国
際
研
究

所
が
発
足
し
た
。
そ
の
両
方
に
関

わ
る
東
北
大
学
教
授
江
川
新

一
氏

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
立
経
緯
と
ミ

ッ
シ
ョ
ン
、
取
り
組
み
内
容
な
ど

に
つ
い
て
伺

っ
た
。

Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｇ
を
設
立
し
ま
し
た
。

―
Ｉ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
し
た
狙
い
は
。

江
川
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
に
よ
り
、
法
人
格
を

与
え
ら
れ
る
特
定
非
営
利
活
動
団
体
の
分

野

（
２０
分
野
）
が
決
ま

っ
て
い
ま
す
が
、

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｇ
の
活
動
は
そ
の
中
の

「保
健
、
医
療
又
は
福
祉
の
増
進
を
図
る

活
動
」
に
該
当
し
ま
す
。
外
科
臨
床
研
究

を
よ
り
効
率
的
に
、
透
明
性
を
も

っ
て
進

め
る
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
す
る
の
が
理
に

か
な

っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
以
前
、

艮
陵
協
議
会

（研
修
医
の
育
成
事
業
等
を

行
う
組
織
）
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
格
を
取
得
す

の
で
す
が
、
私
た
ち
は
そ
の
費
用
を
、
優

れ
た
医
療
の
享
受
者
と
な
る
国
民
（県
民
。

市
民
Ｙ
医
師
・企
業
か
ら
の
浄
財

（寄
付
）

で
賄
わ
せ
て
い
た
だ
く
形
態
を
考
え
、
ご

支
援
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

―
―
賛
同
を
得
る
た
め
の
方
策
は
。

江
川
　
ひ
と
つ
は
市
民
公
開
講
座
の
開

催
で
す
。
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｇ
で
は
内
科

と
外
科
を
セ
ッ
ト
に
し
て
、
診
断
や
治
療

に
つ
い
て
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
ま

す
。
も
う
ひ
と
つ
は
、
臨
床
研
究
に
適
合

す
る
患
者
さ
ん
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
関

連
病
院
や
開
業
医
に
対
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
で
す
。
そ
の
中
で
最
先
端
の
理
論
や

治
療
を
ご
紹
介
す
る
の
で
す
が
、
わ
れ
わ

れ
の
活
動
を
支
援
し
て
い
た
だ
く
た
め
に

は
、
こ
の
よ
う
な
情
報
を
広
く
提
供
し
て

い
く
こ
と
が
大
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
震
災
後
、
東
北
大
学
で
災
害
医
療

の
研
究
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

江
川
　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｇ
と
同
じ

‐２
年
４
月
、
実
践
的
防
災
学
の
創
成
を
ミ

ツ
シ
ョ
ン
と
す
る
災
害
科
学
国
際
研
究
所

が
東
北
大
学
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
巨
大

災
害

へ
の
新
た
な
備
え
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
作

り
の
た
め
、
７
部
門
３６
分
野
の
研
究
者
が

集
ま
り
、
私
の
所
属
す
る
災
害
医
療
国
際

協
力
学
分
野
で
は
、
災
害
時
に
機
能
す
る

医
療
体
制
を
再
構
築
す
べ
く
、
「災
害
医

学
」
と
い
う
ま
っ
た
く
新
し
い
研
究
分
野

に
体
系
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

―
―
来
年
３
月
に
仙
台
で
開
催
の
国

連
防
災
会
議
で
は
ど
の
よ
う
な
提
言
を
。

江
川
　
私
の
役
割
は
、
災
害
に
際
し
て

の
新
た
な
行
動
枠
組
み
を
示
す
こ
と
で

す
。
そ
れ
を
①
災
害
医
療
の
政
策

へ
の
反

映
、
②
災
害
弱
者

へ
の
対
応
、
③
災
害
後

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
④
災
害
に
強
い
医

療
体
制
、
⑤
災
害
医
療
従
事
者
の
教
育
訓

練
と
い
う
５
つ
の
テ
ー
マ
を
挙
げ
て
解
説

し
、
「単
に
救
急
医
療
だ
け
行
え
ば
い
い

の
で
は
な
い
∵
」
と
を
、
世
界
各
国
の
人
々

に
強
く
訴
え
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
災
害
科
学
国
際
研
究
所
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は

一
見
ア
ヤ
メ
の
よ
う
に
見

え
ま
す
が
、
実
は

「災
」
と
い
う
字
を
反

転
さ
せ
た
も
の
で
、
「災
い
を
転
じ
て
復

旧
復
興
の
促
進
や
、
災
害
に
賢
く
対
応
で

き
る
社
会
に
変
え
て
い
く
」
と
い
う
決
意

を
表
し
て
い
ま
す
。
国
連
防
災
会
議
を
き

っ
か
け
に
、
防
災
機
能
を
高
め
る
ア
ク
セ

ス
や
施
設
の
整
備
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
、
地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
向
上
な

ど
の
多
面
的
な
取
り
組
み
が
仙
台
を
拠
点

に
進
み
、
よ
り
発
展
的
な
復
興
を
遂
げ
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

次
世
代
の
外
科
医
療
、
災
害

医
学
を
東
北
か
ら
発
信
！

る
の
に
関
わ

っ
た
私
が
、
設
立
に
参
画
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

実
際
、
エ
ビ
デ
ン
ス
を
導
く
た
め
の
外

科
臨
床
試
験
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
東
北
外
科
臨
床
研
究

推
進
機
構
（Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
Ｓ
Ｕ
Ｒ
Ｇ
）

副
理
事
長

江
川
　
新

一
氏

え
が
わ

。
し
ん
い
ち
　
昭
和
３７
年
生
ま
れ
。
会
津
若

松
市
出
身
。
東
北
大
学
医
学
部
卒
業
。
現
在
、
東
北

大
学
災
害
科
学
国
際
研
究
所
災
害
医
療
国
際
協
力
学

分
野
教
授
。
艮
陵
協
議
会
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
し
た
経

験
を
生
か
し
、
東
北
外
科
臨
床
研
究
推
進
機
構
の
設

立
に
尽
力
。
平
成
２４
年
４
月
よ
り
現
職
。

interview

115仙台経済界 20145-6


